
くまがや市議会だより(5) 20.　11.　１�

に
事
業
化
を
図
っ
て
き
た
も
の
で

あ
る
。
②
市
と
し
て
も
、
県
、
公

団
と
と
も
に
地
元
説
明
会
や
大
手

ゼ
ネ
コ
ン
、
金
融
機
関
等
と
の
研

究
会
、
そ
し
て
、
企
業
に
対
す
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
③
事
業
化
に
向
け
、
国
、

県
、
旧
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
に

対
す
る
要
望
活
動
や
研
究
を
行
っ

て
き
た
。
④
当
初
か
ら
雨
水
排
水
、

埋
蔵
文
化
財
等
の
課
題
も
多
く
、

バ
ブ
ル
期
以
降
の
社
会
、
経
済
情

勢
の
変
化
や
公
団
の
撤
退
、
民
間

の
参
入
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。�

（
都
市
計
画
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
熊
谷
吉
岡
工
業
団
地
の
整
備
課

題
に
つ
い
て
」�

���

大
　
嶋
　
和
　
浩
　
議
員�

　
　
　
導
入
を
予
定
し
て
い
る
「
人

　
　
　
事
評
価
制
度
」
に
つ
い
て
、

①
こ
れ
ま
で
の
制
度
と
異
な
る
点

や
見
込
め
る
効
果
等
の
制
度
内
容

②
近
隣
他
市
の
導
入
状
況
に
つ
ぃ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
従
来
の
評
価
方
法
と
比

　
　
　
較
す
る
と
能
力
評
価
と
業

績
評
価
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら

評
価
す
る
こ
と
、
職
員
と
の
面
談

を
行
い
双
方
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

評
価
の
目
的
は
職
員
の
士
気
の
高

揚
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

で
あ
り
、
評
価
基
準
の
明
確
化
に

よ
る
透
明
性
・
客
観
性
の
確
保
、

評
価
者
研
修
の
充
実
等
が
課
題
で

あ
る
。
②
本
年
四
月
現
在
で
、
評

価
結
果
を
昇
給
に
反
映
さ
せ
て
い

る
市
は
四
十
市
中
、
十
市
で
あ
り
、

勤
勉
手
当
に
反
映
さ
せ
て
い
る
市

は
十
二
市
で
あ
る
。�

（
職
員
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
聖
天
山
の
周
辺
整
備
と
妻
沼
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

ほ
か�

���

林
　
　
　
真
佐
子
　
議
員�

　
　
　
①
こ
れ
ま
で
の
障
害
者
控

　
　
　
除
対
象
者
認
定
書
の
発
行

件
数
は
②
来
年
の
申
告
時
に
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
対
象
者
全
員

に
交
付
す
る
こ
と
が
基
本
と
考
え

る
が
ど
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た

い
。�

　
　
　
①
平
成
十
八
年
度
は
認
定

　
　
　
申
請
二
十
八
件
に
対
し
、

二
十
七
件
の
交
付
、
十
九
年
度
は

申
請
、
交
付
と
も
に
二
十
六
件
で

あ
る
。
本
年
度
は
、
現
時
点
で
一

件
の
申
請
に
交
付
し
て
い
る
。
②

認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
に

本
人
の
状
況
を
確
認
す
る
ほ
か
、

介
護
保
険
の
認
定
状
況
を
参
考
に

総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
介
護
保
険
の
介
護
度
に
よ

り
一
律
に
認
定
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

全
員
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

（
長
寿
い
き
が
い
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
介
護
問
題
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

桜
　
井
　
く
る
み
　
議
員�

　
　
　
入
院
中
の
精
神
障
害
者
の

　
　
　
地
域
生
活
へ
の
移
行
は
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
退
院
後
の
受
け
皿
は
十
分

と
言
え
る
の
か
、
伺
い
た
い
。�

　
　
　
本
事
業
は
、
県
が
病
状
の

　
　
　
安
定
し
て
い
る
入
院
中
の

精
神
障
害
者
に
対
し
、
退
院
促
進

に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
、

地
域
社
会
へ
の
移
行
を
支
援
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十

三
年
度
ま
で
の
退
院
可
能
者
を
二

十
四
人
と
見
込
ん
で
お
り
、
本
市

で
も
受
入
れ
先
等
と
の
調
整
を
行

い
地
域
で
の
生
活
が
定
着
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
退

院
後
の
住
居
は
、
家
庭
に
戻
る
こ

と
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
共
同

生
活
施
設
が
考
え
ら
れ
る
。
市
で
は
、

施
設
の
利
用
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。�

（
障
害
福
祉
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
父
子
家
庭
に
も
支
援
策
の
拡
充

を
」
ほ
か�

���

杉
　
田
　
茂
　
実
　
議
員�

　
　
　
①
農
業
振
興
地
域
整
備
計

　
　
　
画
策
定
事
業
調
査
業
務
委

託
の
進
捗
状
況
②
本
調
査
に
よ
り

市
民
へ
の
食
料
供
給
能
力
が
分
か

る
か
③
本
調
査
を
ま
と
め
る
組
織

は
④
計
画
策
定
に
県
の
関
与
が
あ

る
場
合
、
市
の
独
自
性
は
実
現
で

き
る
か
⑤
消
費
者
に
対
す
る
調
査

は
行
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
現
在
、
本
計
画
の
素
案

　
　
　
作
成
及
び
農
家
意
向
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
項
目
を
検
討

中
で
あ
る
。
②
農
産
物
の
生
産
数

量
の
調
査
項
目
が
あ
り
、
試
算
は

可
能
で
あ
る
。
③
本
業
務
推
進
会

議
を
設
置
し
て
い
る
。
④
法
律
で

県
知
事
と
の
協
議
お
よ
び
同
意
が

必
要
だ
が
、
農
業
振
興
上
の
施
策

等
に
つ
い
て
は
市
の
独
自
性
は
実

現
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
⑤
来

年
度
の
整
備
計
画
策
定
事
業
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。�

（
農
業
振
興
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
財
務
情
報
の『
見
え
る
化
』が
実
現

し
ま
し
た
が
、
市
民
の
声
が
本
市
の

健
全
財
政
の
向
上
に
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
ま
す
か
」�

���

谷
　
　
　
幸
　
代
　
議
員�

　
　
　
乳
幼
児
を
抱
え
る
お
母
さ

　
　
　
ん
が
外
出
し
た
際
に
、
授

乳
で
き
る
施
設
「
赤
ち
ゃ
ん
駅
」

を
設
置
で
き
な
い
か
。�

�������������

　
　
　
本
市
で
は
、
平
成
十
六
年

　
　
　
度
に
授
乳
室
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
赤
ち

ゃ
ん
駅
」
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
授
乳
室
は
利
用
さ
れ
に
く
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
す

　
　�

今
後
の
本
市
農
業
は
、
ど
の
よ
う�

な｢

強
い
意
志｣

の
も
と
に
目
指
す�

方
向
は
ど
こ
で
す
か�

増
税
と
市
民
の
暮
ら
し
に�

　
か
か
わ
る
問
題
に
つ
い
て�

今
年
度
見
直
し
の
熊
谷
市�

　
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て�

子
育
て
支
援
に
つ
い
て�

　
（
赤
ち
ゃ
ん
駅
の
設
置
）�

答�

答� 問�

問�

問�答�

問�

問�答�

答�

本庁舎の授乳室本庁舎の授乳室�本庁舎の授乳室�

スポーツ熱中宣言都市・くまがや� 人権尊重宣言都市・くまがや�

行
財
政
改
革
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　 

そ
の
四�

ち
ょ
く�


